
第２号様式 

会 議 議 事会 議 議 事会 議 議 事会 議 議 事 録録録録    

 

１ 会議名 第１回長岡市行政機能再配置検討市民委員会 

２ 開催日時 平成１８年４月２６日（水）午前９時から午前１０時３０分 

３ 開催場所 長岡市役所６階 第１委員会室 

４ 出席者名 委員：今井委員、小川委員、片桐委員、金子委員、小池委員、齋

藤委員、田村委員、外山委員、豊口委員、中出委員、松澤

委員、三上委員、渡辺委員 

市側：市長（冒頭）、助役、山崎総務部長、磯田都市整備部長、

中野まちなか活性課長、堀交通政策課長、品田広報課長、

渡辺用地管財課長、佐藤福祉総務課長、行政管理課（事務

局）総員６名 

５ 欠席者名 鯉江委員、田中委員 

６ 議題 (1) 行政機能の現状と課題等について 

(2) 中心市街地における行政機能の配置について 

７ 審議結果の概要 ・ 現在の本庁機能の現状と課題について説明した。 

・ 中心市街地をめぐるこれまでの経過と行政機能再配置の検討

の方向性について説明した。 

８ 審議の内容 

 （別紙次第及び資料にそって議事を進行した。以下要点を記す。） 

 

１ 開会 

（省略） 

 

２ 市長あいさつ 

・ 現在、市役所の本庁の組織は、合併による職員数の増加によ

り、複数の部が中心市街地に転出している。これについて、

市民からわかりにくいという声が聞かれる状況である。 

・ 平成１５年度に検討された中心市街地構造改革会議におい

て、厚生会館地区等に何らかの行政施設を配置して、利便性

の向上を図ったらどうかという提言があった。 

・ 効率のよい行政機能の配置を検討することが急務の課題であ

る。期間が限定されているが、委員の皆様に精力的に審議い

ただくようお願いしたい。 

（以降市長退席） 
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３ 委員紹介、行政側出席者紹介 

（省略） 

 

４ 会長及び副会長の選任について 

（委員の提案に基づき、会長は豊口委員、副会長は田村委員がそれ

ぞれ選任された。） 

 

５ 議事 

（１）行政機能の現状と課題等について 

（行政管理課長が資料にそって説明） 

 

<説明に関する意見・質疑> 

 

現在の各課の人数、部長の配置、本庁の職員数が合併によりどの程

度増加したのかがわかる資料がほしい。 

 

次回の委員会に用意する。 

 

行政機能を小さくするときは小さく、大きくするときは大きくでき

るような庁舎のあり方を検討してもよいのでは。基本は、市民に開か

れた市役所を目指すこと。分散しようが集中しようが縦割り行政であ

れば同じこと。 

 

どこからの地域でも行きたいと思える、わかりやすい市民サービス

にしてほしい。 

 

行政施設を持ってくるのではなく、まちなか型公共サービスを持っ

てくることが大事である。中心市街地の構造改革に関する提言におい

て、窓口・相談業務を持ってくることが望ましいと言っている。この

提言に基づいて、議論を展開したほうがよい。 

 

（別紙８に沿って中心市街地の構造改革について説明） 

 

厚生会館は建て替えることで決定しているのか。 

 

そのとおり。ただし、そこに市役所庁舎が入るかどうかは決定して

いない。ひとつの有力な候補である。 

 

 

（２）中心市街地における行政機能の配置について 

（行政管理課長が資料にそって説明） 

 

<説明に関する意見・質疑> 
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厚生会館建設当時と現在の長岡では、厚生会館地区に求める機能は

まったく違う。厚生会館地区の開発をどのように考えればよいのか。 

 

建て替えは決定しているが、内容は模索中である。 

 

厚生会館と同じような施設を建てるのか。 

 

そうではない。（別紙９に沿って説明） 

 

操車場跡地を含む中心市街地の都市計画図がほしい。 

現在の分室等の施設が市有なのか借りているものなのか、わかる資

料がほしい。 

 

次回の委員会に間に合うようにする。 

 

現在、庁舎が分散しているが、職員が本庁に行くための交通手段を

教えてほしい。 

 

公用車、バス、個人の車を公用車として使う制度をミックスして人

が動いている。また、試行的だが、テレビ電話を取り入れて、職員が

なるべく動かないように工夫している。さらに、電子決裁導入を検討

している。 

 

現状の分散のままでやっていけるのか検討する必要がある。例えば、

分室を巡回する無料バスの運行を検討してみてはどうか。 

 

周辺地域から子どもをべビーカーに乗せて、バスで来る人はあまり

いないと思う。例えば、操車場跡地に大きな駐車場を作り、そこに車

を置いて、中心市街地にバスで向かう案が考えられるが、駐車場対策

についてはどのように考えているか。 

 

今年度、駐車場活用調査を実施する予定。既存の駐車場を有効活用

するのがよいのか、新たに作るべきなのかということについて調査す

る。 

 

行政機能の配置パターンについて、本当に実現できるだろうか。現

在の本庁の隣に、新しい建物を作ることは、考えてもよいのでは。 

 

高齢者が現在の本庁舎に行くことは、非常に大変だという声が聞か

れる。福祉窓口を中心市街地においてほしい。 

 

 



６ その他 

（次回は、５月中旬～下旬を予定している旨、事務局から連絡） 

 

７ 閉会 

（以上） 

９ 会議資料   別添のとおり 

 


